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要旨
　保育者は日々の保育の中で、 幼児を理解し、 よりよい成長につながるよう配慮し、 学生は実習という限
られた時間や条件の中で、 保育を学び幼児を理解しようとしている。これまで保育における造形活動の事
前の準備から活動中、 さらに活動の展開案までを通じた報告はほとんどされていない。そこで保育者の造
形活動の実態を把握し、 保育系学生の実際との比較検討を行うことを目的とする。造形活動を実施するに
際し、 保育者は何を重視し、 どのような問題を抱えているのか、 造形活動にどのような意識を持っている
のかなどについて質問紙調査を行った。この調査結果により、 保育者の造形活動での視点や工夫、 抱えて
いる問題について把握することができる。さらに、保育系学生に行った同様の調査結果と比較することで、
保育者との相違を明らかにし、 学生が保育者となる前までに補う必要がある知識や技術について、 専門科
目や実習事後指導で習得する内容につなげることができる。
　調査の結果、 造形活動では保育者も学生も「季節や行事とのつながり」「幼児の発達」を重視していた。
保育者は重視することが定まっているので回答が集中し、 学生は幼児も実習生としての立場も重視してい
るので分散する傾向がみられた。保育者は幼児の発達や思いを重視し、 一人ひとりに応じた言葉がけを行
い、 さらに表現が育まれる配慮がなされていた。学生の言葉がけは「上手」「頑張ったね」に集約され、
工夫や特徴や、 制作過程に着目する余裕が時間的にないことが予想された。保育者も学生も保育雑誌や書
籍、 授業での題材を用いて造形活動を行うことが多いが、 幼児に合わせて内容を変えていた。保育者の方
が造形活動に対する「苦手意識」や「嫌い」という傾向が強いが、 それが既存の題材やアイデアを応用す
ることにつながっていると考えられた。また、 保育者は自ら設定した活動が幼児の思いに沿ったものなの
か考え、 学生は説明の仕方や時間配分など実習の評価を気にする傾向があった。これらの結果から、保育
者が、 より幼児の思いに沿った保育を実践し、 造形活動への意識を変えるためには教材研究が有効だが、
多忙によりその時間を確保することは難しく、 研修を活用する可能性が考えられる。学生は評価されるこ
とを意識し過ぎず、 実習をとおして幼児と向き合い、 幼児の実態に応じた造形活動が実践できるようにす
るために、 授業や事前指導で幼児の姿を予想するための準備が必要不可欠であることが考えられた。
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１．はじめに
幼稚園や保育所などで行われる造形活動には、 つくったものを飾ったり次の遊びにつなげたりするよう
な作品として残すことができる活動と、 素材の感触を楽しみ味わうといった、 形として残すことのできな
い活動とがある。それらの活動は、 幼児にとって自分の思いや考えを色や形で表現することのできる機会
でもあり、 表現したものを保育者が受けとめ共感することで、 幼児自身の達成感や満足感が得られ、 さら
に自分なりの表現を試みることにつながっていく。同じ題材を扱っても、 保育者の支えや導き方によって
活動は変化し、 幼児自身の経験や気持ちは異なることが十分予想される。
これまで幼稚園実習や保育所実習の際に造形活動を行う頻度について、 山田1)の調査では64％、 福山・
大塚・田中2)の調査では75％と報告していることから、 実習時でも普段の保育においても、 造形活動は重
要な位置を占めていると考えることができる。しかし、 これまで、 保育全体としての問題点として新任保
育者のつまずきや必要な支援についての報告3)や、 実習全体としての実習生の実態や問題点を明らかにす
る調査研究4)5)が行われているものの、 両者の造形活動に視点を持った調査研究はほとんどされてこなかっ
た。
前報6)では、 これまで焦点があてられることが少なかった保育者養成校の学生を対象とした、 幼稚園・
保育所実習の際に、準備や造形活動に関する実際と問題点や困っている事柄について把握しようと試みた。
その結果、 学生は幼児の表現したい思いを大切にし、 季節や行事との結びつきを優先する一方、 幼稚園教
育要領や保育所保育指針についてはあまり意識していないことがわかった。部分実習や責任実習で造形活
動を行う場合、 保育雑誌や書籍、 授業で習った内容をもとに準備したり実践したりすることが多く、 その
際、 雑誌や書籍、 授業内容をそのまま用いるのではなく、 年齢に応じた事前準備や活動の過程に工夫をす
るなどの応用がされていた。活動後の言葉がけでは、 幼児の思いを受けとめ共感するに留まり、 さらに表
現を育む契機につなげていくには実習期間の短さが影響していることも考えられた。活動案は画一的な傾
向がみられ、 内容や教材に工夫や発展が難しい様子がうかがえたが、 それは限られた時間のなかで幼児が
楽しめることを優先的に配慮したことや、 あるいは学生自身の実習評価を考慮したことによると推測され
た。造形活動で困ったことは、 導入時の制作の説明や、 幼児の個人差、 時間配分などが上位にあった。そ
して、学生の多くは造形活動が好きだと思っているが、同時に苦手意識を持っている者もいることがわかっ
た。
２．目的
これまで保育中の造形活動の「事前の準備」から「活動中」や「活動の展開案」、 そして「自身の造形
活動に対する意識」までを通じた報告はほとんどされていない。ここでは保育者の造形活動の取組みや実
態を把握すること、 そして保育系学生と比較検討することを目的とする。幼稚園や保育所などで造形活動
を実施するに際し、 保育者は何を重視し、 準備、 実践し、 造形活動を実践するに際しどのような問題を抱
えているのか、 そして自身の造形活動の好悪や得意不得意などについて質問紙調査を行うことで、 保育者
の造形活動の実際について明らかにする。保育者は造形活動を通じ、幼児がどのような経験をすることで、
何を得たり感じたりして欲しいと考え準備しているのか、 活動中は何を心がけ、 幼児にどのような言葉が
けを行っているのか、 そして造形活動終了時の作品の扱いや活動の展開などについて明らかにする。この
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調査結果により、 保育者の造形活動での視点や工夫、 抱えている問題について知ることができる。さらに、
保育系学生に行った同様の調査結果と比較することで、 保育者との相違がどこにあるのか、 その要因はど
こにあるのか手がかりを得ることで、 学生が保育者となるまでに補う必要がある知識や技術について、 在
学中の専門科目や実習事後指導で習得する機会につなげることができると考えた。
３．方法
（1）調査対象者
公立、 私立の幼稚園、 保育所に勤務する保育者153名（女性145名、 男性 8 名）を対象とした。属性に
ついては以下の表１～３のとおりである。
表１　調査対象者の所属と設置
表２　調査対象者の勤続年数
表３　調査対象者の年齢
比較対象とした学生は、 女子大学の保育系の学部に在籍する４年生54名である。保育者養成課程に在
籍し、 幼稚園実習と保育実習は修了し、 これまで造形活動の指導案の作成や、 部分実習、 責任実習を経験
している。
（2）手続き
保育者に対しては質問紙を配布し、 自身が保育中に行っている造形活動の準備や実際の活動を踏まえて
回答するよう指示した。学生に対しても質問紙を配布し、 自身の実習準備や実習経験を振り返り回答する
よう指示した。
　
 
紀要原稿用紙（紀要様式 2-1） 
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て，在学中の専門科目や実習事後指導で習得する機会につなげることができると考えた。 
３．方法 
（１）調査対象者 
 公立，私立の幼稚園，保育所に勤務する保育者153名（女性145名，男性8名）を対象とした。属性に
ついては以下の表１～３のとおりである。 5 
表１ 調査対象者の所属と設置 
  設置 公立 私立 その他 
幼稚園 43.1（66人） 86.4（57人） 12.1（8人） 1.5（1人） 
保育所 56.9（87人） 78.2（68人） 21.8（19人） 0.0(0人) 
（％） 
表２ 調査対象者の勤続年数 
勤続年
数 
1年目 
1年以上  
5年未満 
5年以上10
年未満 
10年以上 
幼稚園 9.1（6人） 24.2（16人） 18.2（12人） 48.5（32人） 
保育所 6.9（6人） 28.7（25人） 29.9（26人） 34.5（30人） 
（％） 
表３ 調査対象者の年齢 
年齢 20代 30代 40代 50代以上 
幼稚園 37.9（25人） 31.8（21人） 21.2（14人） 9.1（6人） 
保育所 44.9（39人） 26.4（23人） 12.6（11人） 16.1（14人） 
（％） 
 比較対象とした学生は，女子大学の保育系の学部に在籍する４年生54人を対象である。保育者養成課程
に在籍し，幼稚園実習と保育実習は修了し，これまで造形活動の指導案の作成や，部分実習，責任実習を10 
経験している。 
（２）手続き 
 保育者に対しては質問紙を配布し，自身が保育中に行っている造形活動の準備や実際の活動を踏まえて
回答するよう指示した。学生に対しても質問紙を配布し，自身の実習準備や実習経験を振り返り回答する
よう指示した。  15 
（３）質問項目 
 質問紙項目は，保育者，または実習生として造形活動を行う際の，「事前の準備」「活動中」「活動の展開
案」「自身の意識」の視点から項目を設定し，質問紙を作成した。活動の「事前の準備」として「造形活動
として重視すること」「保育雑誌や書籍，授業の活用」を，「活動中」については「心がけていること」「幼
児への言葉がけ」，「活動の展開案」については「活動案」「活動の応用発展」，「保育者自身の意識」として20 
「教材研究」「活動への意識」「困っていること」などについて質問した。 
 
４．結果と考察 
（１）造形活動で重視すること 
 保育者が造形活動において何を重視しているのか把握することで，何を優先に考えているのか，そして 25 
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（3）質問項目
質問紙項目は、 保育者、 または実習生として造形活動を行う際の、「事前の準備」「活動中」「活動の展
開案」「自身の意識」の視点から項目を設定し、 質問紙を作成した。活動の「事前の準備」として「造形
活動として重視すること」「保育雑誌や書籍、 授業の活用」を、「活動中」については「心がけていること」
「幼児への言葉がけ」、「活動の展開案」については「活動案」「活動の応用発展」、「保育者自身の意識」と
して「教材研究」「活動への意識」「困っていること」などについて質問した。
４．結果と考察
（1）造形活動で重視すること
保育者が造形活動において何を重視しているのか把握することで、 何を優先に考えているのか、 そして
幼児に造形活動を通じてどのような経験を得て欲しいと考えているのか知ることができる。そこで、 ここ
では造形活動をするとき重視することについて、「季節や行事とのつながり」「活動時間」「費用」「以前、
授業や実習でやったことがある」「事前準備の労力」「幼児の発達」「幼児の興味関心」「幼児の造形経験」「園
の方針」「幼稚園教育要領・保育所保育指針」「その他」の選択肢から複数回答を求めた。
その結果は図１のとおりである。保育者、 学生ともに「季節や行事とのつながり（保育者81.7％、 学生
96.3％）」を重視する回答がもっとも多い。保育者の回答では次いで「幼児の発達（71.9％）」「幼児の造
形経験（42.5％）」「活動時間（26.8％）」であった。回答数が少なかったのは、「その他」「幼稚園教育要領・
保育所保育指針」「費用」であった。園での保育は、季節や行事とかかわりが深いことは、湯澤・山崎・芝崎・
寺上7)が述べているように、 幼児教育のカリキュラムは、 行事や日本の四季や地域の特性を反映されてい
ることを、 保育者も学生も理解していることが高い回答数となったと考えられる。他の回答数の高い項目
からは、 保育者は幼児の発達やそれまでの造形経験を踏まえた上で造形活動を設定し、 保育者の都合より
も、 幼児を最優先に考えた保育を実践していることも明らかとなった。同じ質問に対する学生の回答の２
位は「幼児の発達」であり保育者と同様であったが、 ３位には「活動時間」が挙げられていた。これは、
実習生として部分実習や責任実習で任された予定された時間どおりに活動ができるかどうかが、 実習の評
価とつながると考えていることから、 活動時間のとらえかたが保育者と学生とでは異なっていることが推
　　図１　保育者と学生が造形活動で重視していること（複数回答）
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測される。そして、 保育者は重視している事柄が定まっていることから「季節や行事」「幼児の発達」「幼
児の造形経験」の３項目に回答が集中しているが、 学生の回答が分散したのは、 重視する事柄が散漫にな
る傾向がみられることからだと考えられる。学生の方が「費用」「自分の経験」「事前準備の労力」「園の方針」
が高いのは、 実習する際、 造形活動の際に必要な材料を自分で調達しなければならないこと、 実習直前の
授業では実習に向けた内容が取り上げられる傾向にあること、 造形活動以外のピアノや手遊びなどの実習
準備も必要であるなど、 実習生としての状況も考えての回答だと考えられる。
（2）保育雑誌や書籍、 授業の活用
造形活動を行おうとする際、 保育雑誌や書籍、 養成校等での授業で習ったことを参考にした経験の有無
について尋ねた結果、 保育者は「はい」が96.7％、「いいえ」が2.6％、 無回答が0.7％であった。保育系
の学生も幼稚園や保育所実習で造形活動を設定しようとするとき、 保育雑誌や書籍、 養成校等での授業で
習ったことを参考にしている者は87％であったことから、 保育者にとっても学生にとっても、 保育雑誌
や授業経験は造形活動を考えるときに大きな影響を与えていることがわかった。実習生が保育雑誌を活用
した実習を行っていることは、 中村8）、 滝山9)の研究でも報告されているが、 それが継続され、 保育者になっ
てからも保育雑誌や書籍を活用した造形活動は少なくないと推測される。
また、 保育雑誌や書籍、 授業内容を参考にしたことが「ある」という保育者のうち、「部分的な変更」
をして造形活動を行っている場合が多い（75.0％）ことが明らかになった。その変更については、「幼児
の発達や年齢に応じて」いる場合がもっとも多く（28.4%）、 次いで、 幼児の経験や、 材料の調達、 事前
準備の時間を考慮するなどが挙げられていた。学生の調査結果でも「部分的な変更」は65.3％で、 保育
者の方が部分的に変更していることがわかった。それは、 実習中の期間が限定されている学生よりも、 幼
児の姿を日々把握している保育者の方が、 保育雑誌や書籍、 授業等で得た造形活動そのままよりも、 幼児
の実態に応じた変更をすることが当然と考えており、 また、 変更するだけの造形活動に関する知識と技術
を持ち合わせているということだと考えられる。
（3）心がけていること
造形活動を行っているとき心がけていることについて明らかにすることで、 活動中の幼児へのかかわり
方がみえてくる。「完成させること」「見本のようにつくること」「時間配分」「発達に応じた指導や援助」「幼
児が表現したい思いを表せるようにすること」「その他」の選択肢で尋ねた結果を図２に示した。　
その結果、 保育者の回答は「幼児が表現したい思いを表せるようにすること（70.6%）」、「発達に応じ
た指導や援助　（65.6%）」に集約された。学生の調査結果でも「幼児が表現したい思いを表せるようにす
ること（51.9％）」、 次いで「発達に応じた指導や援助（29.6％）」となったが、 保育者の方がさらに上回っ
ている。特に「発達に応じた指導や援助」は、 学生の２倍以上の回答を集めていることから、 差が大きい
ことがわかった。幼児の表現したい思いを尊重したいという考えは、 保育者と学生に大きな違いはなくて
も、 発達に応じた指導や援助の重みを保育者の方がより理解し実践していると解釈することができる。
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（4）幼児への言葉がけ
作品が出来上がった幼児に対してどのような言葉がけをしているのか。「上手」「頑張ったね」「かっこ
いい」「かわいい」「その他」の選択肢で尋ねた結果を図３にまとめた。保育者の回答で特徴的だったことは、
最多が「その他（48.4％）」であったことである。その多くは、「幼児が頑張ったところをほめる」「本人
が気づいていないよいところを言う」といった記述があり、 保育者が幼児一人ひとりの表現したものを見
て、 その工夫や特徴、 あるいはつくっている過程を把握した上で言葉がけをしていることがわかった。津
田・保木井10)が報告しているように保育者の意図に誘導するような言葉がけが含まれ、 このような言葉が
けによって幼児自身は自分の表現を再認識し、 さらに表現が育まれていくことが予想できる。しかしこの
ような、 一人ひとりに応じた言葉がけを意識した回答は、 学生にはほとんどみられなかった。それは実習
時に全体をみることに気を配ることが優先され、一人ひとりのつくる過程を把握することが難しいことや、
実習期間の短期間に幼児の造形表現の特徴を個々に知るまでに至らないということが考えられる。阿部11)
が示した保育者の言葉がけの「第１段階：受けとめる」、「第２段階：共感する」、「第３段階：保育者の思
いの伝達」、「第４段階：受容する、 導く」、 ４つの段階にあてはめると、 保育者の多くは第３段階、 ある
いは第４段階での言葉がけをしていることになる。学生の言葉がけは、 第１、 第２段階までに留まり、 第
３段階以降に指摘されている幼児の思いを把握し保育者の思いを伝えることでより一層の表現活動の展開
に導くような言葉がけや、 第４段階の幼児の思いを受け入れると同時に次へのステップを提案するような
言葉がけには至っていない。保育者と学生とでは、 言葉がけによる影響や効果を踏まえて、 言葉がけを意
図的に行うことに対する大きな違いが認められた。
保育者のほかの選択肢でもっとも多かったのは「頑張ったね（45.8％）」、次いで「上手（31.4％）」であっ
た。学生の回答でも、「上手（57.4％）」「頑張ったね（22.6%）」の回答が多い。「かっこいいね」「かわい
いね」といった、 幼児の性別によって使い分ける可能性のある言葉がけについては、 学生の回答はわずか
だったが、 保育者はそれを上回っていた。これは学生の方が幼児に対して男児女児といった区別して見る
とらえ方が保育者よりも少ないからかもしれない。
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　　図２　造形活動のときに心がけていること（複数回答）
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（5）造形活動の終わったあとの作品の扱い
幼児の作品の扱いについて把握することで、 造形活動と次の活動へのつながりや、 活動の展開をどのよ
うにしているのかが見えてくる。ここでは、「かばんやロッカーにしまう」「展示する」「他の活動につなげる」
「その他」の選択肢で質問した。
その結果、 保育者の回答でもっとも多かったのは、「展示する（94.1%）」で、 ほとんどの作品を展示す
ることがわかった。展示することで、 作品を見ながら幼児と保育者、 友達、 保護者とも話しをすることが
想定される。次いで「他の活動につなげる（35.3％）」では、 つくったもので遊んだり、 お話しをしたり
することが考えられる。少なかった回答は「かばんやロッカーにしまう（12.4％）」、「その他（4.6％）」であっ
た。学生の回答でも「展示する（42.4％）」がもっとも多かった。「他の活動につなげる（32.6％）」では
責任実習の際、 次の活動の流れも考えて題材を設定したことも予想される。「かばんやロッカーにしまう
（17.3％）」については、 園やクラスの都合や習慣に基づくこともあるので、 保育者や学生の意思で指示
する場合だけではない。
（6）造形活動案
保育者、 学生がどのような造形活動案を持っているのか把握することで、 造形活動のアイデアの幅の広
がりや活動の展開が推測できる。これまで両者が経験したことがあると考えられる「あじさい」と「運動
会後」の造形活動案について尋ねた。
「あじさい」の活動案は、 保育者では「折り紙」「にじみ絵」「スタンプ」「ちぎり絵」「染め紙」が多く、
少ないながらも「マーブリング」「はじき絵」「編みこみ」が挙げられていた。学生では「にじみ絵」「ち
ぎり絵」「染め紙」の大きく3つに集約されたが、 保育者ほど種類は多くない。「あじさい」の活動は、 保
育者も学生も技法遊びといわれる表現技法の回答が目立ったが、 学生の方が最近の授業で行っていること
が推測されるにもかかわらず、 保育者の方が多くの技法を挙げていた。保育者は活動の継続を意識してい
るのに対し、 学生は授業と実習とのつながりがうまくはかれていないということになる。
「運動会後」活動案では、 保育者の回答では「絵」「紙粘土」「割りピン人形」が多く、 少数ながらも「運
動会ごっこ」「メダルづくり」といった案が挙げられていた。学生では「絵」の回答がもっとも多く、 運
動会後の幼児の遊びにみられる「運動会ごっこ」に案が及ぶ者は少数であった。「運動会」での動きを立
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　　図３　出来上がった作品についての言葉がけ
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体で表してみることの難しさはあるが、 体や手足、 動きを認識すること、 それを立体的に表現する契機と
していることがわかる。
（7）教材研究
保育者は日々忙しく仕事も多岐に渡る。したがって、 十分な教材研究をする時間の確保が現実的には難
しいことが予想される。教材研究について、「必ず行う」「ときどき行う」「以前やったことがあるので今
は行わない」「あまり行っていない」「行っていない」「その他」の選択肢で尋ねた結果は図４にまとめた。
保育者は「必ず行う」が56.9%に留まり、 仕事の忙しさの影響がうかがえる結果となった。「ときどき
行う」が29.4%であることから、 合わせるとかなりの割合で教材研究を行っていることがわかる。しかし、
「あまり行っていない（7.2％）、「行っていない（1.9％）」とする保育者も皆無ではなかった。学生では「必
ず行う（70.3％）」「ときどき行う（24.1％）」となっている。吉村・岡田12)は幼児の実態に沿った造形活
動を行うために教材研究の必要性とともに、保育者が実習生に対して「教材研究」に関する助言を多く行っ
ているという調査報告をしていることからも、 保育者にとっても実習をする学生にとっても教材研究が重
要であることがわかる。
（8）困っていること
造形活動で「困っていること」の有無については「ある」と回答した保育者は68.6%、 学生では92.5％
であった。「困っていること」の内容について、保育者は、幼児の思いに沿った「指導法」や「個人差」「活
動時間」に関する事柄であるのに対し、 学生は「説明の仕方」「個人差」「活動時間」が多かった。保育者
は、 造形活動そのことよりも幼児の思いに適った活動や指導や援助ができているのか、 という点について
常に優先していることがわかる。学生は指導案通りに活動を行うことを重視する傾向がみられる。倉掛13)
による調査結果でも、 造形活動で困っていることとして「説明」が上位にあり、 実習全体としては「時間
配分」が３位に困ったこととして報告されていることから、 学生にとって説明の仕方や時間配分が実習や
実習の評価に影響すると考えられていることが推測される。
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　　図４　教材研究の頻度
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（9）自身の造形活動に対する意識
自身が造形活動についてどのように感じているのかを「得意」「やや得意」「やや苦手」「苦手」の選択
肢で質問した（図６－１）。
保育者で「得意」と回答した者は5.9％、「やや得意」は34.0％、「やや苦手」は47.1％、「苦手」は
10.5％であった。学生は「得意」が5.6％、「やや得意」が48.1％、「やや苦手」は37.0％、「苦手」は9.3％
であった。保育者の方が学生よりも、 造形活動を苦手と思っている者が多いことがわかった。
次に造形活動について「好き」「やや好き」「やや嫌い」「嫌い」の選択肢で尋ねた（図６－２）。
保育者で造形活動を「好き」なのは35.3％、「やや好き」は41.8％と8割近くが好きだと回答している。
学生では「好き」が64.8％、「やや好き」が24.1％と、保育者を上回り、「嫌い」と回答した者は皆無であっ
た。保育者の方が「やや嫌い（13.7％）」、「嫌い（3.9％）」と嫌いの方が多いことが明らかとなった。　
　保育者と学生とでは、 造形活動のとらえ方の意味も異なっているのかもしれないが、 造形活動が苦手な
傾向があり、 なおかつ嫌いと思いながら幼児に指導や援助をすることは、 保育者自身も苦しく困難をとも
ない、 幼児にとってよい影響を与えるとは考えにくい。学生が造形活動を考えるとき、 自身が純粋に素材
や色、 形と向き合うことを想定するので肯定的な回答となる。しかし、 保育者は幼児の姿を予想しながら
考えるので、 幼児の思いを汲みとった造形活動となると疑問や不安感を持ち、 否定的な回答につながりや
すいことが考えられる。
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　　図５　保育者が造形活動で困っていること（複数回答）
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５．まとめ
保育者は日々の保育のなかで、 幼児の一人ひとりを理解し、 よりよい成長につながるよう配慮している。
一方、 学生は実習という限られた時間や条件の中で、 保育を学び、 幼児を理解しようとしている。
造形活動を行おうとする際、保育者も学生も「季節や行事のつながり」「幼児の発達」を重視しているが、
「幼稚園教育要領や保育所保育指針」をあまり重視しない傾向にあることが共通していた。学生の場合、「幼
稚園教育要領や保育所保育指針」と実習での造形活動を結びつける余裕がないことが推測されたが、 保育
者も同様の傾向がみられたことから、 造形活動に限られることなのか、 さらに調査検討する必要がある。
保育者は造形活動を考えるとき、 重視したいことが決まっているので選択肢の回答が集中しているが、 学
生は幼児のことも自身の実習生としての立場も重視するため、 回答が分散する傾向がみられた。
幼児の発達や思いを重視している保育者は、 つくったあとの幼児へは一人ひとりに応じた言葉がけをし
ており、 さらに表現が育まれるような配慮が汲み取れた。学生は「上手」「頑張ったね」に集約され、 作
品の特徴や工夫したところや過程に着目する余裕が時間的にも期間的にも持ちにくいことが推測される。
保育者も学生も、 保育雑誌や書籍、 授業で取り上げた題材を用いて造形活動を行う傾向がみられたが、
保育雑誌や書籍、 授業で取り上げた題材をそのまま用いて行うのではなく、 年齢や経験に応じて、 事前準
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図６－１　造形活動の得意・不得手の意識
　　
図６－２　造形活動の好き・嫌いの意識
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備や材料、 つくる過程に工夫がうかがえたことから、 幼児の実態に合わせていることがわかる。また、 学
生よりも保育者の方が造形活動に対する「苦手」意識や「嫌い」という傾向が強いことから、 無理なくで
きそうな既存の題材やアイデアを活用することにつながっていることも考えられる。
活動案では、 保育者の方が学生よりも数多く案を挙げていた。「あじさい」の活動では技法遊びの種類
が学生よりも多く、「運動会後」については、 学生はお絵かきの回答が突出していたが、 保育者は体や体
の動きを確認しながら、 という補足の上、 紙粘土や割れピンを使った人形づくりを挙げていた。保育者の
方が、 より具体的にイメージしながら回答することができるので、 活動が限定されることなくアイデアも
種類も多く、 学生は経験の少なさだけではなく、 実習生としての立場から道具や材料の準備が難しいこと
も影響しているのかもしれない。
「困ったこと」については、 保育者は自ら設定した活動が「幼児の思い」に沿ったものであるのか悩む
傾向が強く、 学生は「説明の仕方」や「活動の時間配分」についてより困っていることから、 実習の評価
についても気にしている様子がうかがえた。
保育者がより幼児の思いに沿った保育を実践するためにも、 造形活動に対する苦手や嫌いといった意識
を克服できるようにするためには教材研究が効果的だが、 保育者の多忙さからその時間を毎回確保するこ
とは難しい。したがって、 研修を活用することが考えられる。学生は、 実習であることや評価されること
を意識し過ぎず、 実習をとおして幼児と向き合い、 幼児の実態に応じた造形活動が実践できるようにする
ために、 実習前の十分な準備が必要不可欠である。
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造形活動に関する調査
　造形活動についてお尋ねします。回答に正しいや誤りはありませんので思いつくままにご回答下さい。
●以下、該当する番号に○をつけてください。
所属：１．幼稚園　　２．保育園　　３．こども園
所属園の設置：１．公立　　２．私立　　3．その他
性別：１．男性　　２．女性　　　　
年代：１．20 歳代　　２．30 歳代　　３．40 歳代　　４．50 歳代
保育経験年数：１．1 年目　　２．１年以上～ 5 年未満　　３．5 年以上～ 10 年未満　　４．10 年以上
●５歳児の主活動としての造形活動についてお尋ねします。
　担当したことがあればその経験を、担当したことがなければ想定してお答えください。
Ⅰ．次の質問にあてはまるものすべてに○をつけ、もっともあてはまる番号を（　　）に記入してください。
１．造形活動を設定するとき、重視することは何ですか？
　①季節や行事とのつながり  ②活動時間  ③費用  ④自分が以前、保育活動や養成校での授業、または実習でやったことがある
　⑤事前準備の時間や労力　⑥幼児の発達　⑦幼児の興味関心　⑧幼児の造形経験　
　⑨園の方針　⑩幼稚園教育要領や保育所保育指針　
　⑪その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２．（1）造形活動を設定するとき、保育雑誌・書籍や研修、養成校での授業で習ったことを参考にしたことがありますか？
　　　　①ある　②ない
　　（2）「ある」と答えた人にお尋ねします。保育雑誌・書籍や研修、養成校での授業で習ったことをそのまま行いますか？
　　　　①はい　②いいえ　③部分的な変更をした
　　　　④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　（3）「部分的な変更をした」人にお尋ねします。変更した内容について書いてください。
３．実際に造形活動をするとき、心がけていることはどのようなことですか？
　　①完成させること　②見本のようにつくること　②時間配分　③発達に応じた指導や援助
　　④幼児が表現したい思いを表せるようにすること
　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４．出来上がった絵や作品を見せにきた幼児にどのような言葉がけをすることが多いですか？
　　①上手　②がんばったね　③かっこいい　④かわいい
　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．造形活動が終わったあと、作ったものはどうしますか？　
　　①かばんやロッカーにしまう　②展示する　③他の活動へつなげる
　　④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
６．５歳児の主活動で A4 のコピー用紙１枚でできる造形活動をできる限り挙げてください。
７．５歳児の主活動で「あじさい」をテーマにした造形活動を考えるとしたら、何をしますか？
　 １つ以上挙げてください。材料も一緒に挙げてください。
8．５歳児の主活動で「運動会」のあと、造形活動をするとしたら、何をしますか？
　　1 つ以上挙げてください。材料も一緒に挙げてください。
〈資料〉
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Ⅱ . あなた自身についてお尋ねします。
１．事前に教材研究（材料や大きさを変えて試してみるなど）を行っていますか？
　①必ず行っている　②ときどき行っている　③以前、やったことがあるので今はしない　
　④あまり行っていない　⑤行っていない
　⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２．（1） 主活動で造形活動をするとき（または造形活動をすると想定したとき）、準備から活動の終了までを考えて、困ること
はありますか？
　　　　①ある　②ない　
　　（2）①「ある」ひとにお尋ねします。困ることはどのようなことですか？
３．造形活動は　①得意　②やや得意　③やや苦手　④苦手
４．造形活動は　①好き　②やや好き　③やや嫌い　④嫌い
ご協力ありがとうございました。
